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具
体
的
に
は
目
的
規
定
に

「
漁
港
の
活
用
促
進
」
を
追

加
し
、
法
律
名
を
「
漁
港
及

び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
に
変
更
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
漁
港
整
備
を
中
心
と

し
た
内
容
に
、
漁
港
エ
リ
ア

の
活
用
を
促
す
概
念
を
加
え

た
。
国
が
定
め
る
基
本
方
針

に
つ
い
て
も
、
漁
港
整
備
に

関
す
る
事
項
に
加
え
て
活
用

を
推
進
す
る
事
項
を
定
め

る
。併

せ
て
「
漁
港
施
設
等
活

用
事
業
制
度
」を
創
設
す
る
。

漁
港
管
理
者
（
地
方
自
治
体
）

が
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
漁

港
を
活
用
し
た
水
産
物
の
消

費
増
進
や
交
流
促
進
に
関
す

る
計
画
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
漁
業
者
ら
関
係
者
と
の

調
整
も
し
た
う
え
で
、
事
業

者
が
参
入
で
き
る
仕
組
み
。

計
画
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
し
て
は
、
行
政
財
産
で

あ
る
漁
港
施
設
の
長
期
に
わ

た
る
貸
し
付
け
や
水
面
の
占

用
を
可
能
と
す
る
。
漁
港
の

使
い
道
も
拡
大
し
、
水
産
物

の
販
売
・
配
送
施
設
や
陸
上

養
殖
施
設
、
避
難
施
設
・
避

難
路
、
発
電
施
設
な
ど
を
漁

港
施
設
に
追
加
す
る
。

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
民

間
事
業
者
が
海
業
に
参
入
し

や
す
く
し
、
漁
村
の
所
得
確

保
や
雇
用
増
進
に
つ
な
げ

る
。水

産
業
協
同
組
合
法
も
改

正
し
、
漁
協
が
漁
港
で
海
業

に
取
り
組
む
場
合
に
、
員
外

利
用
制
限
を
適
用
し
な
い
こ

と
を
定
め
る
。
民
間
事
業
者

と
漁
協
の
連
携
促
進
が
期
待

で
き
る
。

代
表
的
な
海
業
で
あ
る
遊

漁
船
業
に
つ
い
て
も
「
遊
漁

船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
を
改
正
し
、
安
全
性
の

向
上
と
地
域
水
産
業
と
の
調

和
を
図
る
。

近
年
の
死
傷
事
故
の
増
加

や
、
昨
年
４
月
に
起
こ
っ
た

知
床
沖
で
の
遊
覧
船
の
重
大

事
故
を
受
け
、
利
用
者
の
安

全
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

法
改
正
で
は
遊
漁
船
業
者

に
つ
い
て
登
録
・
更
新
を
厳

格
化
す
る
と
と
も
に
、
安
全

管
理
体
制
の
強
化
、
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
の
報
告
義
務

化
、
利
用
者
の
安
全
や
利
益

に
関
す
る
情
報
公
表
の
義
務

化
を
図
る
。
安
全
に
係
る
業

務
改
善
命
令
に
従
わ
な
い
事

業
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
罰
金
刑
よ
り
重
い
最
大

１
年
の
懲
役
刑
へ
と
罰
則
を

強
化
す
る
。

地
域
水
産
業
と
の
調
和
に

向
け
て
は
、
都
道
府
県
知
事
、

遊
漁
船
業
者
、
漁
協
ら
を
構

成
員
と
す
る
協
議
会
を
組
織

で
き
る
制
度
を
創
設
す
る
。

http : //www.gyokou.or.jp/

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
令
和
４
年
度
第
３
回

理
事
会
を
、
３
月
１５
日
東
京

都
内
の
会
議
室
に
お
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
を
併
用
し
、

来
賓
に
水
産
庁
の
田
中
郁
也

漁
港
漁
場
整
備
部
長
を
迎
え

て
開
催
し
た
。
会
議
に
は
２１

名
の
理
事
と
２
名
の
監
事
が

出
席
し
、
令
和
５
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
第
８０

回
定
時
総
会
の
開
催
等
の
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
橋
本
牧
会
長
が

「
本
年
度
は
、
皆
様
の
お
力

添
え
も
有
り
、
素
晴
ら
し
い

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
協
会
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
長
期
計

画
を
着
実
に
実
施
す
る
た

め
、
そ
の
内
容
を
全
国
の
皆

様
に
周
知
す
る
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
長
期
計
画
実
現

の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
漁
業
者
や
浜
の
声
を

政
府
、
国
会
に
届
け
る
た
め

の
提
言
活
動
、啓
発
・
復
旧
活

動
、調
査
・
研
究
活
動
な
ど
を

更
に
強
化
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
、
受
託
事
業
等
を
充
実

し
て
経
営
基
盤
を
強
化
し
、

都
道
府
県
協
会
と
連
携
し
て

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

会
員
の
皆
様
と
更
に
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
運
営
に
努

め
て
い
く
の
で
ご
理
解
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

今
年
の
第
７２
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
は
、
１０
月
１８
日
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
す
る
の
で
、
多
く
の
方
の

参
加
を
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
し
た
。

続
い
て
、
水
産
庁
の
田
中

部
長
か
ら
「
令
和
５
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
１０
月
、

函
館
市
で
１
４
０
０
名
以
上

の
関
係
者
が
参
集
し
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
決
議
い
た
だ

き
、財
務
省
等
に
要
請
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い

た
。お
か
げ
で
、補
正
も
含
め

水
産
基
盤
整
備
関
連
予
算
は

約
１
０
０
０
億
円
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ

る
。水
産
庁
で
は
、１
～
２
月

に
全
都
道
府
県
か
ら
要
望
と

課
題
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
お
り
、
多
く
の
ご
意

見
を
頂
い
た
。国
会
を
通
っ
た

暁
に
は
５
年
度
事
業
を
要
望

に
従
い
進
め
て
行
き
た
い
。

『
海
業
』
に
つ
い
て
は
、

モ
デ
ル
地
区
１２
地
区
を
５３
件

の
応
募
か
ら
選
定
し
た
。
大

変
難
し
い
選
定
で
あ
っ
た

が
、
全
国
の
体
制
づ
く
り
、

構
想
づ
く
り
の
第
一
弾
と
し

て
伴
走
型
の
支
援
を
し
て
参

り
た
い
。
ま
た
、
漁
港
に
お

い
て
『
海
業
』
の
活
動
を
推

進
し
や
す
く
す
る
た
め
、
目

的
に
漁
港
の
活
用
促
進
を
盛

り
込
ん
だ
漁
港
漁
場
整
備
法

の
改
正
案
に
つ
い
て
も
、
先

週
閣
議
決
定
が
さ
れ
た
。
国

が
定
め
る
漁
港
施
設
等
活
用

基
本
方
針
の
も
と
、
漁
港
施

設
等
活
用
事
業
に
よ
り
漁
業

者
は
も
と
よ
り
民
間
事
業
者

も
参
入
し
や
す
く
な
る
。
ま

た
、
漁
港
施
設
も
見
直
し
、

陸
上
養
殖
施
設
、
災
害
に
備

え
た
避
難
施
設
等
も
位
置
付

け
た
。
法
案
が
国
会
を
通
っ

た
暁
に
は
、
浜
回
り
を
行
い

仕
組
み
等
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
漁
港
漁
場
協

会
の
皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
た
い
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。

引
続
き
、
橋
本
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
議

案
審
議
を
行
い
、
全
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

政
府
は
海
業
振
興
を
目
的
に
、
漁
港
の
用
途
拡
大
や

活
用
事
業
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
漁
港
漁
場
整
備
法
な
ど

の
改
正
案
を
３
月
１０
日
閣
議
決
定
し
た
。
海
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
漁
業
地
域
の
所
得
の
確
保
や
雇
用
増
進

に
つ
な
げ
、
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
。

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会

は
、
３
月
１５
日
都
内
の
会
議

室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
併

用
し
、
水
産
庁
か
ら
廣
山
久

志
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁

村
課
長
ほ
か
を
来
賓
に
迎

え
、
令
和
４
年
度
理
事
会
を

開
催
し
た
。

冒
頭
、
衛
藤
征
士
郎
会
長

が
「
今
年
度
も
８
月
の
豪
雨

や
、
９
月
の
台
風
第
１１
号
、

１４
号
、
１５
号
な
ど
、
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
た
。
３

月
に
は
福
島
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
も
あ
っ
た
。
全
国

で
水
産
関
係
の
被
害
が
発
生

し
、
漁
港
、
海
岸
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
重
要
性
・
必
要
性
を

再
認
識
し
、
国
土
強
靱
化
の

取
組
を
さ
ら
に
押
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
近
い
将
来
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規

模
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
防
潮
堤
の
構
造
を
強

化
す
る
な
ど
、
人
命
を
第
一

と
し
た
漁
村
の
防
災
・
減
災

対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
令
和
２

年
１２
月
に
『
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
』
を
閣
議
決

定
し
、
１
２
３
の
対
策
に
つ

い
て
、
中
長
期
の
目
標
を
定

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
重
点

的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
令
和
４
年
度
第
２

次
補
正
予
算
で
も
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
が
大
き

な
柱
と
な
っ
て
お
り
、
水
産

基
盤
整
備
事
業
で
は
２
３
０

億
円
を
、
漁
港
海
岸
事
業
で

は
１５
億
円
を
措
置
し
、
令
和

５
年
度
予
算
と
併
せ
て
津
波

・
高
潮
対
策
や
老
朽
化
対
策

を
推
進
し
て
い
る
。

当
協
会
は
、
今
後
と
も
会

員
の
皆
様
や
関
係
団
体
と
連

携
を
密
に
し
、
海
岸
保
全
施

設
整
備
の
推
進
の
た
め
の
活

動
や
、
防
災
・
減
災
対
策
に

関
す
る
啓
発
及
び
普
及
の
た

め
の
事
業
を
継
続
し
て
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
廣
山
課
長
が
「
近

年
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
し
、
近
い
将
来
に
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
等
の

発
生
も
懸
念
さ
れ
、
漁
業
地

域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
漁
港
海
岸
事
業
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
予
算
に
つ
い
て
も
制
度

の
拡
充
な
ど
も
含
め
手
当
し

て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
第
３１
回
通

常
総
会
を
６
月
８
日
（
木
）

に
東
京
都
内
で
開
催
す
る
等

通
常
総
会
に
関
す
る
議
案
、

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
令

和
５
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
及
び
会
費
案
、
役

員
報
酬
額
、
並
び
に
役
員
選

任
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

通
り
承
認
し
た
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
の
表
彰
委
員
会
（
委
員

長‥

�
橋
昌
幸
北
海
道
漁
港

漁
場
協
会
会
長
）
が
、
３
月

１５
日
午
後
１
時

１５
分
か
ら
東
京

都
千
代
田
区
神

田
の
エ
ッ
サ
ム

神
田
ホ
ー
ル
１

号
館
６
階
６
０

１
号
室
を
東
京

会
場
と
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
さ
れ
、

各
都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
令
和
５

年
度
表
彰
候
補
者
の
選
考
を

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
功
績
者
候
補

と
し
て
漁
港
漁
場
協
会
役
員

２０
名
、
市
町
村
職
員
１０
名
を

選
考
。
ま
た
、
優
秀
漁
港
漁

場
受
賞
該
当
機
関
１
機
関
及

び
漁
港
漁
場
愛
護
運
動
等
功

績
団
体
２
団
体
を
表
彰
候
補

と
し
て
選
考
し
た
。

表
彰
委
員
会
の
選
考
結
果

は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
理

事
会
に
お
い
て
、
�
橋
委
員

長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

後
日
、
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
か
ら
表
彰
対
象
者
等

に
決
定
通
知
が
な
さ
れ
、
６

月
８
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

る
第
８０
回
定
時
総
会
に
お
い

て
感
謝
状
等
が
授
与
さ
れ
る

予
定
。

表
彰
委
員
会
の
出
席
委
員

は
次
の
と
お
り
。

東
京
会
場
出
席
委
員＝

�

橋
昌
幸
副
会
長
（
委
員
長
）、

大
井
誠
治
理
事
、
藤
本
昭
夫

理
事ウ

ェ
ブ
出
席
委
員＝

小
田

政
市
理
事
、
望
月
良
男
理
事
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令和４年度理事会を開催

全国漁港海岸防災協会

挨拶する衛藤征士郎会長

「
海
業
」後
押
し

活
力
あ
る
地
域
へ

漁 港 漁 場 月 報

第
３
回
理
事
会
を
開
催

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会

表
彰
委
員
会
を
開
催

全国漁港漁場協会の理事会の様子

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会

挨拶する�橋委員長

�
 �����
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産
庁
は
「
海
業
（
う
み

ぎ
ょ
う
）
」
の
振
興
に
向
け

て
募
集
し
て
い
た
モ
デ
ル
地

区
に
つ
い
て
、
１２
件
選
定
し

た
こ
と
を
３
月
８
日
公
表
し

た
。
応
募
総
数
は
５３
地
区
だ

っ
た
。
選
定
さ
れ
た
地
区
は

次
の
通
り
。

▽
北
海
道
寿
都
町

寿
都

漁
港
（
寿
都
町
）
▽
岩
手
県

大
槌
町

吉
里
吉
里
漁
港

（
大
槌
町
）
▽
神
奈
川
県
逗

子
市

小
坪
漁
港
（
逗
子
市
）

▽
福
井
県
高
浜
町

高
浜
漁

港
（
高
浜
町
）
▽
静
岡
県
沼

津
市

戸
田
漁
港
（
戸
田
観

光
協
会
）
▽
静
岡
県
牧
之
原

市

地
頭
方
漁
港
（
南
駿
河

湾
漁
業
協
同
組
合
）
▽
三
重

県
明
和
町

下
御
糸
漁
港

（
一
般
社
団
法
人
明
和
観
光

商
社
）
▽
兵
庫
県
新
温
泉
町

居
組
漁
港
（
浜
坂
漁
業
協
同

組
合
）
▽
和
歌
山
県
太
地
町

太
地
漁
港
（
太
地
町
漁
業
協

同
組
合
）
▽
愛
媛
県
愛
南
町

柏
崎
漁
港
、
御
荘
漁
港
、
船

越
漁
港
、
西
浦
漁
港
、
深
浦

漁
港
（
愛
南
町
）
▽
長
崎
県

対
馬
市

比
田
勝
港
、
泉
漁

港
、
鰐
ノ
浦
漁
港
、
豊
漁
港
、

大
浦
漁
港
、
富
ケ
浦
漁
港
、

唐
舟
志
漁
港
、
浜
久
須
漁
港

（
上
対
馬
町
漁
業
協
同
組
合
）

▽
熊
本
県
天
草
市

牛
深
漁

港
（
天
草
市
）

※
カ
ッ
コ

内
は
申
請
者

国
は
新
た
な
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
中
で
、
地
域

の
賑
わ
い
や
所
得
と
雇
用
を

生
み
出
す
取
り
組
み
と
し
て

海
業
を
新
た
に
位
置
づ
け
、

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
一
方
、
地
元
で

は
海
業
の
取
り
組
み
を
具
体

的
に
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き

か
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
、
海
業
振
興

の
モ
デ
ル
形
成
に
意
欲
の
あ

る
地
区
を
選
定
。
①
渚
泊
、

体
験
、
観
光
関
係
②
釣
り
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
③
飲
食
、

販
売
、
加
工
関
係
④
漁
港
を

利
用
し
た
増
養
殖
関
係
―
―

と
い
っ
た
、
水
産
業
の
持
続

的
発
展
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
対
象
と
し
て
い
る
。

地
区
の
課
題
や
現
状
の
調

査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
分
析
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設
立
・

運
営
、
計
画
づ
く
り
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
先
行
事
例

を
創
出
す
る
と
と
も
に
横
展

開
を
図
る
こ
と
で
、
漁
港
長

期
計
画
に
示
し
た
成
果
目
標

「
海
業
等
の
取
り
組
み
を
５

年
間
で
お
お
む
ね
５
０
０
件

展
開
」
の
実
現
を
め
ざ
す
。

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
取

り
組
み
の
妥
当
性
や
可
能

性
、
有
効
性
の
視
点
で
審
査

し
、
消
費
と
交
流
の
拡
大
に

つ
な
が
る
事
業
を
選
ん
だ
。

基
本
的
に
漁
港
が
対
象
と
な

る
が
、
長
崎
県
対
馬
市
の
取

り
組
み
に
は
港
湾
の
比
田
勝

港
も
対
象
に
含
ま
れ
て
お

り
、
漁
港
と
港
湾
連
携
の
モ

デ
ル
と
し
て
選
定
し
た
。

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

の
横
山
純
計
画
課
長
は
「
海

業
に
対
す
る
関
心
が
全
国
的

に
高
ま
っ
て
い
る
中
、
海
業

に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
理
解
の
促
進

と
取
り
組
み
の
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
（
橋
本
牧
会
長
）
は
令

和
４
年
度
漁
港
漁
場
講
習
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
３
月
７
日

（
火
）
午
後
１
時
～
４
時
３０

分
に
開
催
し
、
全
国
の
関
係

者
４
０
６
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
橋
本
会
長
と
田
中
郁

也
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長

が
挨
拶
し
た
。

講
義
内
容
は

次
の
通
り
。

①
水
産
基
盤

整
備
事
業
令
和

５
年
度
概
算
決

定
の
概
要
（
水

産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課

課
長
補
佐

中

西
豪
）

②
令
和
５
年
度
増
養
殖
関

係
予
算
に
つ
い
て
（
水
産
庁

増
殖
推
進
部
栽
培
養
殖
課

課
長
補
佐

横
山
健
太
郎
）

③
海
業
の
振
興
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課

課
長
補
佐

河
野

大
輔
）

④
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の

推
進
に
関
す
る
技
術
開
発
の

方
向
に
つ
い
て
（
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
整
備
課

課

長
補
佐

田
村
真
弓
）

⑤
令
和
５
年
度
漁
港
海
岸

事
業
関
連
予
算
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
漁
村
課

課
長
補
佐

片
石
圭
介
）

⑥
令
和
４
年
度
発
生
災
害

に
お
け
る
水
産
関
係
被
害
の

概
要
及
び
初
動
対
応
（
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁

村
課
水
産
施
設
災
害
対
策
室

災
害
対
策
班

水
場
信
人
）

⑦
漁
港
・
市
場
に
お
け
る

電
子
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
つ
い
て
（
（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
第
一

調
査
研
究
部

浦
島
遼
平
）

⑧
機
能
保
全
計
画
に
お
け

る
日
常
点
検
の
実
施
（
（
一

社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
調
査
研
究
部

主
任

研
究
員

完
山
暢
）

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
（
橋
本
牧
会
長
）
は
「
海

業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
令
和
４
年
度

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
を
東

京
都
千
代
田
区
の
ア
ク
セ
ア

半
蔵
門
貸
会
議

室
で
２
月
２８
日

（
火
）
開
催
し

た
。
水
産
庁
担

当
者
が
海
業
の

概
要
や
方
針
に

つ
い
て
講
演
し

た
ほ
か
、
話
題

提
供
と
し
て
各

浜
か
ら
取
り
組

み
紹
介
が
あ
っ

た
。
講
演
内
容

は
次
の
通
り
。

〈
講
演
〉「
海

業
に
つ
い
て
」

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課

課
長
補
佐

河
野
大
輔

〈
話
題
提
供
〉
「
廃
棄
処

分
し
て
い
た
食
害
魚
を
価
値

あ
る
食
材
へ
！
」
そ
う
介
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

有
限
会
社
丸

徳
水
産

犬
束
ゆ
か
り

・
「
小
さ
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
未
利
用
魚
の
商

品
開
発
」
有
限
会
社
坂
下
水

産
（
さ
か
し
た
キ
ッ
チ
ン
）

坂
下
奈
津
子

・
「
和
歌
浦
干
潟
の
潮
干

狩
り
場
復
活
に
取
り
組
ん
だ

１０
年
間
」
和
歌
浦
漁
業
協
同

組
合
青
年
部

横
田
邦
雄

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

（
一
社
）
う
み
・
ひ
と
・
く

ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
金
田

奈
都
子
広
報
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
が
務
め
た
。

水
産
基
盤
整
備

・
維
持
管
理
に
係

る
市
町
村
支
援
の

た
め
の
連
絡
協
議

会
は
、
３
月
９
日

（
木
）
、
東
京
都

内
会
議
室
で
令
和

４
年
度
協
議
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
し
た
。

協
議
会
は
、（
公
社
）全
国

漁
港
漁
場
協
会
、（
一
財
）
漁

港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
、

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設

協
会
、
（
一
社
）
漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会
、
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
が
構
成
団
体
と
な
る
。

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

の
中
村
隆
整
備
課
長
か
ら

「
市
町
村
に
お
け
る
技
術
者

の
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
水

産
庁
と
し
て
も
技
術
的
助
言

を
行
う
『
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
』

を
開
設
す
る
な
ど
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
ま

で
に
６０
件
近
く
の
利
用
が
あ

っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
周
知
が

十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
し

っ
か
り
体
制
を
作
り
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
の
で
、
協
議

会
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度
の
協
議
会
の

活
動
内
容
等
に
つ
い
て
各
団

体
か
ら
報
告
し
た
後
、
協
議

会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
「
市

町
村
か
ら
の
相
談
の
項
目

を
、
水
産
庁
と
各
団
体
間
で

共
有
す
れ
ば
、
団
体
側
と
し

て
も
的
確
な
支
援
に
役
立

つ
」
「
活
動
を
広
範
囲
に
認

知
し
て
も
ら
う
に
は
、
各
団

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
普
及
活
動
を
す
る
の
が
有

効
」「
災
害
支
援
協
定
の
締
結

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

も
、
団
体
間
で
情
報
共
有
が

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

「
水
産
庁
が
『
海
業
振
興
相

談
窓
口
』
を
立
ち
上
げ
た
の

で
、
そ
の
情
報
も
共
有
し
た

い
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
支
援
内

容
の
周
知
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
の
支
援
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に

も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
更
新
を
行
う
、
コ
ロ
ナ

禍
も
落
ち
着
い
て
き
た
の

で
、
協
議
会
が
市
町
村
へ
出

向
き
直
接
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
を
再
開
す
る
こ
と
と

し
、
行
先
を
検
討
す
る
、
各

団
体
の
機
関
誌
等
を
積
極
的

に
活
用
し
広
報
す
る
こ
と
と

し
た
。

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
構
成
団
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
の
バ
ナ
ー
も

し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

桜
鯛
、
乗
込
鯛
、
鯛
網（
晩
春
）、

麦
藁
鯛
（
仲
夏
）、
落
鯛
（
晩
秋
）

な
ど
の
季
節
ご
と
の
季
語
を
持
つ

人
の
暮
ら
し
と
関
わ
り
の
大
き
い

魚
、
マ
ダ
イ
。
歳
時
記
に
は
、
桜

の
頃
に
最
も
美
味
し
い
、
婚
姻
色

で
さ
ら
に
赤
く
な
る
、
と
あ
る
。

タ
イ
は
め
で
た
い
と
さ
れ
る
魚

で
あ
る
。
赤
ん
坊
の
お
食
い
初
め

や
結
婚
式
な
ど
に
登
場
す
る
。
島

根
県
松
江
市
の
美
保
神
社
に
祀
ら

れ
て
い
る
、
大
国
主
命
の
息
子
で

釣
り
好
き
、
海
上
安
全
の
神
様
で

あ
る
事
代
主
命
（
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ

ノ
ミ
コ
ト
）
が
後
に
恵
比
須
さ
ま

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
恵

比
須
様
が
鯛
を
抱
え
て
い
た
こ
と

が
め
で
た
い
の
起
源
ら
し
い
。
タ

さ
て
、
マ
ダ
イ
は
、
日
本
各
地

の
沿
岸
の
岩
礁
域
に
棲
む
。
体
長

は
５０
～
６０
㎝
の
も
の
が
多
い
が
、

大
き
い
も
の
は
１
ｍ
を
超
え
る
。

薄
紅
色
に
瑠
璃
色
の
斑
点
、
眼
の

縁
が
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
引
い
た
よ

う
に
青
い
。
味
良
く
刺
身
、
焼
く
、

煮
る
、
蒸
す
、
汁
と
料
理
方
法
を

選
ば
な
い
。
最
も
美
味
し
い
の
は

２
、
３
㎏
前
後
の
サ
イ
ズ
。
た
だ

し
産
卵
後
の
６
～
８
月
の
麦
藁
鯛

は
い
け
な
い
。
皮
つ
き
で
湯
引
き

す
る
「
鹿
の
子
造
り
」
が
好
み
で

あ
る
。
皮
が
小
鹿
の
模
様
に
見
え

る
ゆ
え
の
名
。

脱
線
す
る
が
南
半
球
に
も
マ
ダ

イ
が
い
る
。
そ
の
名
は
レ
ッ
ド
・

ス
ナ
ッ
パ
ー
。
２５
年
前
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
は
ネ
ル
ソ
ン

と
い
う
街
の
近
く
の
羊
農
家
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
の
息
子
が
釣
り
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
た
。
頑
丈
な
竿
に
ぶ
っ

と
い
糸
、
餌
は
現
場
調
達
の
ウ
ニ
。

手
付
か
ず
の
自
然
に
は
恐
れ
入
る
。

い
と
も
簡
単
に
７０
㎝
が
か
か
っ
た

が
道
具
が
ご
つ
い
の
で
面
白
味
は

な
い
。
そ
の
夕
べ
、
世
話
に
な
っ

た
お
礼
に
振
舞
っ
た
の
が
「
鹿
の

子
造
り
」。

鯛
の
旬
と
桜
色
に
話
を
移
そ
う
。

マ
ダ
イ
が
一
番
の
美
味
し
い
の
は

い
つ
か
。
小
生
の
ま
わ
り
の
魚
好

き
の
諸
兄
は
口
を
揃
え
て
「
１
月

～
３
月
」、
ぎ
り
ぎ
り
桜
の
季
節
が

重
な
る
く
ら
い
だ
。
一
般
的
に
魚

色
で
は
な
く
黒
で
あ
る
。
恋
の
季

節
に
桜
色
が
濃
く
な
れ
ば
何
て
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
と
な
る
が
、
産
卵
期

の
オ
ス
の
マ
ダ
イ
は
墨
を
か
け
た

よ
う
な
黒
ず
ん
だ
赤
に
な
る
の
で

あ
る
。

「
桜
鯛
」
が
ど
の
よ
う
に
先
達

の
俳
句
に
登
場
し
た
か
。「
包
丁
を

取
り
て
打
撫
で
桜
鯛
」（
松
本
た
か

し
）
や
「
俎
板
に
鱗
散
り
し
く
桜

鯛
」
（
子
規
）
。
ま
な
板
の
上
で
い

よ
い
よ
料
理
さ
れ
る
様
を
詠
ん
だ

句
が
多
い
か
。
ま
な
板
の
上
で
も
、

王
者
ら
し
く
堂
々
と
し
た
美
し
い

桜
色
、
飛
び
散
る
鱗
。
日
本
人
は

桜
に
心
を
寄
せ
る
だ
け
に
マ
ダ
イ

の
桜
色
に
詩
情
を
誘
わ
れ
る
。

ま
た
ま
た
「
鯛
よ
り
も
目
刺
し

の
う
ま
さ
知
ら
ざ
る
や
」
（
真
砂

女
）。
小
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
で
も
新
鮮

な
旬
の
魚
は
鯛
に
優
る
。
銀
座
の

小
料
理
屋
の
女
将
で
あ
っ
た
彼
女

の
市
井
に
生
き
る
者
の
矜
持
。
こ

の
句
の
季
語
は
目
刺
し
で
あ
る
が
、

引
き
立
て
役
に
さ
れ
る
タ
イ
の
懐

の
深
さ
。
や
は
り
タ
イ
は
魚
の
王

様
だ
。
そ
う
言
え
ば
、
腐
っ
て
も

鯛
。サ

フ
ア
イ
ア
の

し
ず
く
を
浴
び
て

桜
鯛

順

（
令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
付
け

山
陰
中
央
新
報
に
掲
載
）

イ
は
出
雲
の

神
様
と
関
係

が
深
い
の
で

あ
る
。
実
際

に
島
根
県
で

は
、
定
置
網

や
釣
り
・
は

え
縄
、
底
び

き
網
な
ど
で

全
国
ベ
ス
ト

１０
の
漁
獲
量
。

の
産
卵
期
と
味
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
脂
が
乗
り
最
も
美
味
と
さ
れ

る
の
は
蓄
え
た
栄
養
が
ま
だ
身
に

あ
る
産
卵
期
の
前
で
あ
る
。
４
月

～
６
月
頃
が
産
卵
期
で
あ
る
マ
ダ

イ
で
は
、
こ
の
公
式
に
当
て
は
め

る
と
、
旬
は
春
が
来
る
前
の
１
～

３
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
の
体
色
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
マ
ダ
イ
の
婚
姻
色
は
オ
ス
に
現

れ
、
そ
の
色
は
残
念
な
が
ら
、
桜
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海
業
振
興
モ
デ
ル
地
区

１２
件
選
定

水水産産庁庁

先
行
事
例
を
創
出

鯛は桜の頃に赤くなる？

水
産
基
盤
整
備
・
維
持
管
理
に
係
る

市
町
村
支
援
の
た
め
の
連
絡
協
議
会

島根県漁港漁場協会事務局長
三浦 順

令和４年度会議を開催

漁 港 漁 場 月 報

俳句のさかな

令 和
４年度

漁
港
漁
場
講
習
会
を
開
催

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会

講習会で挨拶する田中部長

（公社）全国漁港漁場協会

漁村女性セミナー開く

漁村女性セミナーの様子

令和４年度
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